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	応用
	抗原情報
	背景
	真核細胞における「細胞周期に1回」のDNA複製開始および伸長に必須の、推定複製ヘリカーゼであるMCM2-7複合体（MCM複合体）の構成要素として機能します。MCM2-7リングの活性ATPase部位は、隣接する2つのサブユニットの相互作用面を介して形成され、保存されたアルギニンフィンガーモチーフの重要な構造が、隣接サブユニットのウォーカーAボックスのATP結合部位に対してトランスに配置されています。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	MCM7 抗体を使用した 3T3 溶解物中の MCM7 のウエスタン ブロット分析。
	

	MCM7 抗体を使用した K562、C6、Hela 溶解物中の MCM7 のウエスタン ブロット分析。
	

	MCM7抗体を用いたパラフィン包埋ヒト扁桃腺の免疫組織化学染色。抗原賦活化には、高圧高温クエン酸ナトリウム（pH 6.0）を使用した。

